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はじめに

○日本各地の沿岸漁民と共に原発をたてさせない取り組みを 40 年近くやってき
たが、原発の大事故によってこれほどの魚介類の放射能汚染が起るとは考えてい
なかった。３．１１以来海の水産物の放射能汚染への対応に追われた一年だった
が、淡水魚の放射能汚染にはあまり関心をもたなかった。

○日本の原発は全て海岸にたてられ、淡水魚の放射能汚染を心配する人も少なく、
研究報告もほとんどない。チェルノブイリ原発事故のときにヨーロッパの淡水魚
でいろいろ研究されているということはぼんやりわかっていたが、日本の原発温
廃水の漁業への影響の調査などに忙しく、深く追求することはしていなかった。

○海産魚におくれて、淡水魚では１年後にセシウムの計測値がピークをむかえ、
ヤマメでは体重１キロ当たり18700 ベクレルという、海産魚でも見られないよう
な高い値が計測された。しかしこれに近い値はチェルノブイリ事故の年 1986 年
の 9月にノルウェーのマス（ブラウントラウト）で観測されている。

○今淡水魚の放射能について調べ始めての想いは、私はヨーロッパで 25年前に
何が起こったのかを全く知らなかったということである。

○アメリカの画家ベン・シャーンは 1960 年日本を訪れ第五福竜丸のビキニ海域
での被曝の実情を知った後に作品ラッキー・ドラゴンシリーズを発表したが、そ
の第一作の「我々は何が起こったのか知らなかった」というタイトルの画は見る
度に引き込まれてしまう。なお、久保山愛吉さんがメッセージを持って病院のベッ
ドに腰掛けている画「ラッキー・ドラゴン」は福島県立美術館が収蔵している。
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